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安全キャンプのすすめ

　キャンプは、ふだんの生活環境からはなれ、新しい経験や活動にチャレンジすることが多く、

またふだん使い慣れない用具や施設を使う機会が多いため、事故やケガが起きやすい環境にある

といえます。

　しかし、そのことにばかりに気を取られ、「あれもこれもダメ、あれもこれもやめておこう」と

いった消極的なキャンプになってしまうと、参加者にとって「わくわく感」のない「楽しくない」

キャンプになってしまうばかりか、キャンプ企画者の当初の「ねらい」も十分に達成できない結

果になりかねません。

　ケガや病気を含めた事故を未然に防ぎながら、楽しく安全なキャンプを積極的に行うためには、

「周到な計画・準備」「指導者のトレーニング」「事故防止のための対策」「救急対策」および「補

償対策（保険）」を充実させることが大切となります。

　キャンプでは、事故やケガが起きる確率をゼロにすることは困難です。従って、指導にあたる

人は、この確率をできるだけ低く抑えるために計画段階、実施段階、事後を通して想定しうるリ

スクを予測し、そのための対策を徹底的に講じることが大切です。また、企画、運営にあたるスタッ

フ全員で、「安全」について話し合いを持つことがキャンプの安全を考える上で重要な対策のひと

つになります。

　本冊子は、キャンプの安全に関する基礎的なことがらを項目別に整理しています。安全なキャ

ンプを行うための参考にしていただければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人日本キャンプ協会　安全管理委員会
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１．キャンプにおける「危険」のとらえ方

リスク (RISK)：やってみたいと思って挑戦する時に起こる危険のこと

　　　　木登り⇒落ちる　火を焚く⇒やけどをする　刃物を使う⇒切り傷を負う　など

　参加者（子ども）の「挑戦してみたい」ことをどこまで許容できるかは、見守る指導者（大人）

の経験の幅によるところが大きいと思います。大人自身のヒヤドキ体験を想い起こすことも、危険

を予想する手がかりになるでしょう。

　このような挑戦を重ねていく中では、小さなケガをすることもあるかもし

れません。しかし、何が危なくて、どう気をつけたらいいのかは経験から学

ぶことができ、やがては自分自身で身を守る力を持てるようになるでしょう。

ハザード (HAZARD)：目に見えない危険のこと

　　　　道具の故障や劣化　自然環境や生き物　子どもの動線　人間関係　など

　命の危険、大きな事故につながるものは確実に取り除かねばなりません。

事前に予測し、対策を立て、かかわる大人がその情報を共有していることが

重要です。しかし、自然の中では、地形や生き物たちに「気をつける」こと

でしか防ぐことができないものもあります。

　キャンプは家族で楽しむものから教育的効果を意図するものまで、野外での活動として幅広く多

くの人々に親しまれています。

　しかし、日常とは違う環境で、使い慣れない器具や道具を扱う機会が多いので、安全には十分な

配慮をしなければなりません。また、自然の中には、刻々と変化していく気象やさまざまな動植物

の営みなど、人の力の遠く及ばないことが無数にあることを認識し、それらを謙虚に受け止めるこ

とが必要です。

　このような環境の中で、できる限り想像力をはたらかせ、起こりうる危険を予測し、その要素を

一つひとつ点検し、ていねいに安全対策に取り組むことが、野外活動における安全管理の基本的な

考え方です。

リスクとハザード
　危険について整理しておくことは、禁止項目を必要以上に増やさないで、のびのびと達成感が得

られる活動につながる重要なポイントになります。ここでは、危険を「リスク」と「ハザード」に

分けて考えてみましょう。
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２．計画段階から実施までの安全チェック

③活動の特性を考えてプログラムを組み立てる

　動的な活動（体を動かす活動）が続くと体力の消

耗が激しくなり、疲労の蓄積が病気やケガの発生の

原因になることもあります。動的な活動の後には休

憩時間を多く取ったり、比較的、体を動かすことの

少ない静的な活動（クラフト・スケッチなど）にす

るといったように、活動の特性を考慮してバランス

よくプログラムを組むことが大切です。

④適切なスタッフ体制を組む

　安全にキャンプを行うためには、活動内容に応じて適切な人数のスタッフ確保が必要です。どの

ような役割が必要なのか、どのような組織にするのかなど、コスト（費用）も考慮しながらバラン

スよく配置する必要があります。

　その場合、キャンプに精通している人（有資格者など）が必ず加わるようにしましょう。参加者

とともに生活しながらさまざまな援助を行う役割の人たち（グループリーダー）と、キャンプ全体

がスムーズに進行できるように準備運営していく役割の人たち（マネジメントスタッフなど）で組

織を作ることが理想的です。

　専門的な知識や技術が必要な活動を取り入れる場合には、その活動について十分調べ、トレーニ

ングを受けたスタッフが確保できるか、その活動にはどんな危険があるのか、どのような場合が危

険なのか、どんな参加者にどのような危険がともなうかなどを十分検討しておく必要があります。

　キャンプは参加する対象者や目的に合わせてプログラムが作成され、運営体制や指導方法なども

それに沿って決定されるのが基本です。

　しかし、キャンパー・ファースト（キャンパーの立場を最優先すること）の考え方からはずれ、キャ

ンプ企画者（指導者）自身がキャンプをするような錯覚に陥って計画を立ててしまうと、キャンプ

の目的を達成できないだけでなく、事故やケガを引き起こしてしまう可能性があります。

○日程、プログラム作成

①参加者の特性を把握する

　対象者の人数、年齢、経験の度合い、体力などによって一つひとつの活動に要する時間や疲労度

が異なります。これらを考慮して日程・プログラムを作成しなければ、無理がたたって事故やケガ

の発生につながることがあります。

②ゆとりのあるプログラムを考える

　短時間に多くの活動を取り入れると、常に時間に追い立てられ、参加者に無理を強いることにな

ります。結果として、事故やケガにつながることにもなります。プログラムの詰め込みにならない

よう、活動に取り組む時間にゆとりを持たせるようにしましょう。
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⑤悪天候に備えて、代替プログラムを用意する

　大雨や強風などの悪天候にもかかわらず晴天時のプログラムを強行したために、事故やケガの発

生を招くことがあります。悪天候に備えて代替プログラムを用意しておきましょう。

○実地踏査（下見）
　実地踏査は通常、直前から１ケ月前位のキャンプ本番と同じ時期（季節）に行うことを基本とし

ます。下見では、プログラムが実施可能かどうかを確認するだけでなく、危険箇所や緊急時の避難

場所、避難ルートを把握する必要もあります。

　事前に出発から帰着までのすべてにわたって、活動ごとに安全対策を立てておき、さまざまな視

点で危険と思われる場所を細部にわたってチェックする、常に参加者の動きをイメージしながら危

険チェックをするのが現地踏査のコツといえます。

　また、その地域特有の自然環境による危険には注意が必要です。地元の関係者等から入念に情報

を入手しましょう。さらに、必ず医療機関、消防署、警察署等の連絡先、場所等も確認しておきます。

　実地踏査は指導者全員がそろって行うことが理想的ですが、どうしても行くことのできない指導

者のために写真やビデオを撮り、後日映像を使って確認できるようにしておきましょう。

○保険の加入
　傷害、賠償責任、捜索費用など目的にあった保険に加入し、参加者、指導スタッフ全員を登録します。

（P.20 参照）

○参加者に対する事前説明会
　事前説明会を必ず実施し、参加者と保護者に参加してもらい、キャンプの主旨、日程、集合・解

散場所、緊急連絡先、携行品、諸注意などの実施要項を確認し、情報の共有を行いましょう。また、キャ

ンプ中は不慮の災害や事故、やけど、切り傷などのケガは起こりうることをきちんと伝え、万が一

に備えて賠償責任保険や旅行傷害保険などに加入していること、補償はその範囲で行うことを伝え

ます。

○事故や傷病に備えた役割や処置手順
　健康調査票（P.12 参照）、事前説明会等で個人情報を得られたら、その内容に応じて該当する参加

者の事故やケガの発生時の処置の方法や手順を決めておきます。この時、個人情報の取り扱いには

厳重な注意が必要です。
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安全面から見た施設の選び方

　キャンプ場の選定にあたっては、さまざまな情報を集めて検討しましょう。インターネットの普及によ

り、最近は施設が提供するホームページの情報を見て施設選びをする人も増えましたが、写真などだけで

判断せず、実際に下見を行って判断することが大切です。また、「施設案内」などの資料請求が可能な場

合はできるだけ多くの資料を集め、細部にわたって確認することが必要です。

　施設を選ぶ時に第一に考えることは、実施するキャンプの形態です。たとえば、テント泊なのか宿舎泊

なのか、自炊なのか給食なのかといったことがそれにあたります。また、プログラムが決定している場合

は、そのプログラムが実施可能かどうかの確認が必要となります。逆に、施設を先に決めてしまう場合は、

その施設ではどのようなプログラムが行われているかを施設のスタッフに聞き、プログラム作成の参考に

するとよいでしょう。

○テント泊の場合
　まず「常設テント」「貸し出し用テント」の有無を確認します。どちらもない場合は、テントを自分た

ちで用意しなくてはなりません。

　キャンプサイトでは、陽当たりや湿気、地面の状態、危険物の有無などを確認します。また、荒天時や

落雷時などに待避できるスペースやＡＥＤの有無も確認しておきましょう。

　「常設テント」は内部を確認し、荷物のスペースを差し引いて何名が利用できるか、テントマットの有無、

テント内部が清潔に保たれているかどうかなどを確認します。

　「貸し出し用テント」は実物が確認できれば、生地の状態、清潔さを確認し、「取扱説明書」があれば収

容人数や設営方法等を確認しておきましょう。同時に、設営時にテントの下に敷く資材（パレットやコン

パネなど）やテントマットの貸し出しの有無も確認しておくとよいでしょう。

○宿舎泊の場合
　まず、館内の施設とその配置、緊急時の避難経路を確認し、部屋数や生活施設（食堂、浴室、トイレ、

洗面所など）がキャンプの規模に適しているかどうかを見ておきましょう。宿泊室では、寝具や部屋の清

潔さ、室温・湿度などをチェックします。また、館内に救護室（保健室）、ＡＥＤを備えているかどうか

も確認しておくとよいでしょう。
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安全面から見た用具の選び方

　キャンプの用具は、団体で用意するものと参加者個人で用意するものとに分けられます。団体で

用意するものは、さらに本部に備えるものとプログラムで使用するものに分けられます。

　用具を選ぶ際に大切なことは、その用具が使用目的や利用対象に合致しているかを確認すること

です。たとえば、溺れている人を救助するロープも、川幅に対して短すぎては救助することができ

ません。ライフジャケットやヘルメットなどもサイズが合っていなければ、本来の役目を果たせま

せん。

　また、実施時期にもよりますが、「クーラーボックス」や「発砲スチロール製の箱」で大量の食材

を管理することは、食中毒の発生につながる危険があります。

　使用する用具が決まったら、取扱説明書などを参考に事前に使ってみることが大切です。過去に

使用したことがあるものは、破損がないかを確認し、手入れが必要なものはしっかり整備しましょう。

　施設の備品を借用する場合は、手入れが行き届き清潔に保たれているか、サイズがあるものはサ

イズ別に十分な数がそろっているかなどを確認する必要があります。

　安全対策は道具選びから始まっていると考え、入念に行うように心がけましょう。

　個人で用意する用具については、購入の前に、すでに持っているもので代用できるものがないか

考えるとよいでしょう。学校の林間学校や移動教室などに参加したことがある場合、その時の持ち

物は十分に活用できるはずです。また、靴などは購入したてのものよりも、日ごろから履き慣らし

たものの方がよい場合があります。
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安全面から見たプログラムの選び方

　良質な活動の機会を提供するためには、企画（プログラム）づくりが重要です。どんな目的で、いつ、

どのくらいの期間、どこへ、誰と、何人くらいで、どんな手段で、どんなことをするのか…といっ

たことを明確にしましょう。企画づくりは責任者だけに任せるのではなく、スタッフ（参画者）も

かかわることにより、安全確保のために必要なことがらも明確になってきます。

　おおよそプログラムが選定できたら、スケジューリングを行います。この時には、「プログラムの

過密性」「時間的な余裕」「参加者の疲労」などを考慮することが大切です。たとえば、登山などの

疲労度の高いメインプログラムの直後に野外炊事を行うと、注意力が散漫になり、事故の発生する

可能性が高くなります。プログラムの間に十分な休息を取ったり、給食を利用するなどの対応も考

えてみましょう。
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３．参加者情報の必要性とその扱い方

○申込み受付時の情報

・ 参加申込書（参加者の氏名・年齢・連絡先など）

　※ キャンプの申込み受付方法によっては省略される場合もある

　

○事前の情報

・ 基本情報

・ 健康に関する情報（健康調査票）

・ 緊急時に必要な情報

・ 指導のための情報

○キャンプ直前の情報

・ 健康状態の情報（体調チェック票）

・ お迎えの際の情報

○キャンプ中の情報

・ 健康状態の情報（体調チェック票）

　※キャンプ中の個人記録票に含む場合もある

キャンプで収集する個人情報の内容

○基本情報

　参加者の氏名、生年月日、住所、電話番号、保護者の氏名や連絡先などの基本的な情報は、キャ

ンプを実施するために欠かせません。保険の申し込みにも必要です。

　顔写真があると本人確認に役立ちますし、電子メールアドレスは個々の連絡だけでなく一斉

に連絡を取る場合にも便利です。急な予定変更などを連絡するためにも、情報配信のシステム

を構築しておくとよいでしょう。

　キャンプ参加者の情報にはさまざまなものがあります。プログラムの充実、緊急時の対応、

そして防犯の面からも適切な情報収集と管理が必要になります。

キャンプで収集する個人情報とその流れ
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○健康に関する情報（健康調査票）

　参加者の健康に関する情報を入手しておくことは重要です。既往症やアレルギーを含む持病

に関する情報は、「健康調査票」（P.12 参照）などを用いて保護者より提供してもらい、事前に

把握しておきましょう。あわせて、ふだん服用している薬がある場合は、薬の名前や使用方法

を聞いておきます。

　その他、健康医療面の細かなことについては自由記述式で記入してもらいます。できるだけ

詳しい情報を収集しておけば、万が一の時に役立つことがあります。特に、持病については、キャ

ンプ中の事故や疾病とのかかわりが深いため、見落としがないように留意する必要があります。

○緊急時に必要な情報

　事故などが起こった時、運悪く保護者に連絡が取れなかった場合を想定した対応も検討して

おかなければなりません。参加者を急病やケガで病院に搬送しても、保護者でないスタッフが

医療処置を依頼することには制約があります。このような場合に備えて、保護者の意思を確認

できる書類、つまり医療に関する同意書を整えておくことも必要です。（P.12 参照）また、持

病がある場合には、かかりつけの医師に連絡をして指示を受けることが可能な状態にしておく

と安心です。

○指導のための情報

　参加者の性格や対人関係について、特に配慮を要するような場合には、心理状態や生活習慣、

友人に関する情報などを自由記述式で記入してもらいます。キャンプ生活に影響を与える人間

関係や行動特性などについて記述されることがあり、指導の助けとなるでしょう。

○健康状態の情報（体調チェック票）

　キャンプ直前の体調について、以下のような内容を聞いておきましょう。事前にチェック票

を渡して、集合時に回収するとよいでしょう。また、同じ内容を毎日チェックします。

＜項目例＞

風邪をひいている　熱がある　頭が痛い　咳が出る　鼻水が出る　のどが痛い　

吐き気がする　下痢をしている　便秘がち　お腹が痛い　耳が痛い　歯が痛い　

目に疾患がある　皮膚炎がある　じんましんがある　食欲がない　睡眠不足　

生理中である　ケガをしている　その他（　　　　　　　　　）

○お迎えの際の情報

　キャンプ解散の時に参加者の迎えに保護者が来られない場合、代理の人が来ることがありま

す。その場合には、事前に迎えに来る人の氏名を提示してもらいます。解散時には、氏名を確

認して参加者を引き渡すことで誘拐等の被害を防ぎます。低年齢の参加者のキャンプでは特に

重要です。
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情報管理における留意点

○情報の活用とチェック体制

　貴重な情報が提供されたとしても、有意義に活用されなければ意味がありません。たとえば、

アレルギーに関する情報が保護者から提供されているにもかかわらず、そのことがスタッフに

伝わっていないために事故が発生するといったことは避けなくてはいけません。場合によって

は、責任問題に発展することもあるでしょう。

　複数のスタッフで確認するなど、大事な情報が必ず活用されるようなチェック体制をつくっ

ておくことが重要です。

○個人情報保護

　個人の情報は、本来の目的以外には使用しないという原則があります。万一、情報を紛失し

たり、第三者に漏れたりしたおそれがある場合には、その旨を関係者に伝えなければなりませ

ん。些細な情報であっても、参加者に関する情報が学習塾や住宅メーカー等の営業に利用され

ることもあり得ます。情報の管理は厳重に行わなければなりません。

○健康保険証の管理

　健康保険証には本人以外に家族の情報も記載されている場合があり、その取り扱いには個人

情報保護の観点から、特に注意が必要です。スタッフであっても必要な時にしか見ることがで

きないよう、封筒に入れて管理し、病院等で必要な時に限って開封するといった配慮も必要で

す。健康保険証は悪用される危険が高いので、盗難、紛失が起こらないような管理に努めなけ

ればなりません。

○体格の情報

　参加者の身長や体重等は、プログラムの用具を手配する場合や医療機関で薬を出してもらう

際には必要な情報です。しかし、個人の身体的な特徴を示すものですので、コンプレックスを

持つ参加者もいることに留意し、収集の方法や取り扱いには十分に配慮しましょう。

○個人名が特定されにくい配慮

　キャンプやスキーで、名札やゼッケンに名前を書いて活動している光景を見かけます。これ

は第三者に対して参加者の氏名を示して、個人が特定される状態です。いたずらや犯罪につな

がる可能性もありますので、むやみに氏名を露出さ

せないような注意が必要です。

　また、雑誌等で活動を紹介する場合にも、個人の

顔写真についてはできるだけ個人名が特定できない

ような配慮が必要です。事前に肖像権に関して参加

者や保護者に了解を得ておくことも、忘れずやって

おきましょう。
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４．指導者がになう安全管理のポイント

　事故はさまざまな要因によって起こります。それらの要因に対してしっかりとした準備をするこ

とが、事故予防のポイントとなります。準備すべき項目は多岐にわたりますが、共通点は「危険を

予見して回避する」ことです。以下に示す内容を参考に、必要な準備を洗い出しましょう。

　また、参加者自身が活動中の危険性について認識を持ち、自ら準備することができれば事故は確

実に減っていきます。ですから指導者は、参加者に「何が危険でどうしたら防ぐことができるのか」

を気づかせ、「自分の安全は自分で守る」意識を育てる役割（責任）もあります。
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ふだんから安全について学ぶ

　安全に、事故のないキャンプを運営するためには、安全管理に関する「知識」と「技術」を身に

つける研修が必要です。「知識」とは、危険の種類、危険を回避する方法、事故発生時の対応などに

関するもので、「技術」とは、主に事故発生時の対応に関するものです。

安全管理の知識を身につける研修
　事故を未然に防ぐための一番の準備は、「危険を知る」ことです。できるだけ多くの危険を知り、

さまざまな角度から対応策を練っておくようにしましょう。

○ＫＹＴトレーニング（危険予知トレーニング）

　ＫＹＴとは、「危険」「予知」「トレーニング」の

頭文字を取った略称です。危険を予知し、回避する

能力を、イラストを使ってゲーム感覚でトレーニン

グできるものです。社団法人全国子ども会連合会が、

子ども会活動中のケガを防ぐために作成したもので

す。

　【問合せ先：社団法人全国子ども会連合会】

子ども会ＫＹＴシート「野外炊事」　

○リスクマネジメントエクササイズ（ＲＭＥ）

　野外活動における「事故防止対策」「事故発生時の対応」「危

険回避」の３点について、知識や方法を学ぶものです。用意

された問題をグループで話し合いながら解いていくことによっ

て、個人では気づかなかった対策や対応の知識を共有すること

ができます。
　※リスクマネジメントエクササイズはリスクマネジメントセミナーで体

　　験でき、体験された方のみ冊子を入手出来ます。

　【問合せ先：社団法人日本キャンプ協会】

リスクマネジメントエクササイズ　　　
「スズメバチに遭ったらどうする」　　
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安全講習を開催している主な団体・組織

　万が一事故が起こってしまった時のために、指導者やスタッフは、救急処置のトレーニングをし

ておく必要があります。救急法、止血法、心肺蘇生法などの講習会に定期的に参加するように努め

ましょう。また、使用施設の防災訓練などへも積極的に参加するようにしましょう。

○日本赤十字

　日常生活における事故防止、手当ての基本、人工呼吸や心臓マッサージの方法、ＡＥＤ（自動対

外式除細動器）を用いた除細動、止血の仕方、包帯の使い方、骨折などの場合の固定・搬送、災害

時の心得などについての知識と技術を習得できます。

・基礎講習

受講資格：満 15歳以上の者

講習内容：傷病者の観察の仕方および一次救命処置（心肺蘇生法、ＡＥＤを用いた除細動、

　　　　　気道異物除去）等救急法の基礎

 

○東京都消防庁

　心肺蘇生（ＡＥＤを含む）、ケガの手当ての方法を習得してもらうため、都民や事業所等を対象と

して応急手当の講習会を行っています。

・応急救護講習（ケガの手当て）を受講する場合　⇒　都内各消防署 

・普通救命講習（ＡＥＤを含む心肺蘇生）を個人または数人で受講する場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　都内各消防署または（財）東京救急協会 

○メディックファーストエイド社

　効率よく救急法と蘇生法を同時習得する画期的な応急救護講習プログラムを行っています。講習

は、インストラクターが各自で料金を設定し、日程を組んで提供していますので、講習のスケジュー

ル、場所、費用等については、直接、トレーニングセンターまたはインストラクターにお問い合わ

せください。

心の安全管理
　安全管理で意外と忘れがちなのが、「心の安全管理」です。参加者やスタッフが、違和感や不安

を抱えていたり、グループ内で仲たがいが起きていたりすると、事故が起きる可能性が高まります。

このような「心のリスク」を少しでも回避しておくことで、安全管理の知識と技術を最大限に発揮

することができます。事前の研修において、最低限以下の４点を確認しておくとよいでしょう。

・スタッフはプライベートな悩みをキャンプに持ち込まない

・責任者は、スタッフの性格、技量を把握しておくこと

・スタッフ同士のコミュニケーションが取れていること

・参加者の心の状況を顔色や言動から推し量ること
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５．事故が起きてしまったら

　十分な備えをしていても、事故は突然起こります。その時、指導者には冷静な判断と対応が求め

られます。事故が起きた時に慌てないためにも、事前に事故対応のシミュレーションを行い、対応

方法を確認しておきましょう。また、事故が起きたことを想定して日頃から事故対応のトレーニン

グを定期的に行うことが大切です。

事故が起きた時の基本的対応

①冷静になる

　心の準備ができていない時に事故が身近で起こると、人は適正な判断力を失うことがあります。

適正な判断ができないと、場合によっては被害を拡大してしまうことがあるので、まずは冷静にな

ることが大切です。

 
②自分自身の安全を確保する（二次災害の防止）

　救援や応急処置を行う時、自分自身の安全確保を忘れないようにします。水難事故に遭遇し、救

助しようとしてあわてて飛びこみ、自分も事故にまき込まれるといったケースがよくあります。二

次災害を起こすことのないよう、十分に注意が必要です。

 
③被害者以外の人たちの安全を確保する（二次災害の防止）

　現場では、どうしても被害者に目を奪われてしまいます。まずは、それ以外の人たちの安全を確

保した上で、対処に向かう必要があります。人数の確認を忘れず行いましょう。

 
④被害者の救護を行う

　救急車等の手配を行うと同時に、必要な応急処置を行います。

　１１９番通報は、落ち着いて負傷者の位置と状況、負傷した理由等をわかる範囲ではっきりと知

らせます。

 
⑤警察への連絡（重大事故の場合）

　重大事故の場合、１１０番通報を行います。

 
⑥事故の記録を取る

　わかる範囲で、記録を残しておきます。必要に応じて、写真も撮っておきましょう。被害者やそ

の家族への報告や保険請求などに役立ちます。

　ケガ人の氏名など　事故発生の日時・場所　処置の内容　事故の状況と程度　など

 
⑦保険会社へ連絡

 
⑧負傷者への誠意を持った対応

　負傷者へのお見舞い、お詫びなど

　※保護者（身内）への連絡は、報告連絡事項が整ってから行いましょう
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     応急処置（応急手当と救命手当）

　応急処置には、軽微な病気やケガに用いる応急手当と命にかかわる状態の時に用いる救命手当が

あります。指導者だけでなく参加者も応急手当を知っていると、事故やケガが発生した時の被害を

最小限にとどめることができますし、ケガや病気の予防につながります。「自分の安全は自分で守る」

の原則に立ち、救急法習得のための講習会等を積極的に受講するようにしましょう。

応急手当

○病気の場合

　キャンプ中に病人が出た時は患者の訴えをよく聴き、体温、脈の計測と呼吸、顔色などの病態を

観察します。次に、事前に作成しておいた「健康記録カード」に訴えの内容、計測結果、症状等を

記録します。同時にキャンプ前に参加者から提出された「健康調査票」から病歴や平常時の体温、

脈を確認します。

　これらの情報に応じて、患者を安静な状態にし、保温や冷却などの処置をします。指導者は医療

従事者ではありませんから、決して安易な判断で市販の薬などを飲ませないようにしましょう。また、

以下のような場合は、危険な状態に陥る可能性がありますから、救命手当を行い、直ちに医療機関

へ搬送してください。

　① 呼吸器系の障害

　② 激しい胸痛

　③ 激しい腹痛

　④ 激しい頭痛

　⑤ 頭部外傷や意識不明

○ＲＩＣＥ処置　

　①Ｒｅｓｔ ( 安静 )　

　　痛みや腫れを抑えるために患部だけではなく、全身を動かさないようにします。

　②Ｉｃｅ ( 冷却 )　

　　冷やすことで出血や腫れを抑えます。また痛みを和らげます。

　③Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ ( 圧迫 )　　

　　患部を包帯等で圧迫すると出血や腫れを抑えます。固定の効果も痛みを抑えます。

　④Ｅｌｅｖａｔｉｏｎ ( 拳上 )

　　患部を心臓より高い位置に上げることで止血や腫れを抑え、

　　痛みを和らげます。　　
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救命手当
　意識障害、呼吸困難、心停止、大出血、重度のやけど、中毒が見られたら直ちに救命手当を行います。
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６．保険は重要なリスクマネジメント

　保険の加入は最低限のリスクマネジメントといえます。キャンプを主催する場合には、必ず、賠

償責任保険に加入するようにしましょう。また、参加者には傷害保険に加入してもらうよう促す必

要があります。

○賠償保険
　賠償保険では、被保険者（補償を受ける者、ここでは主催者および指導者）が、( Ａ ) 偶然の事故

により、( Ｂ ) 他人に損害を与えた場合、( Ｃ ) 法律上の賠償責任を負担することによって、( Ｄ ) 被

る損害を補償します。 ( Ａ ) ～ ( Ｄ ) のどの一つが欠けてもこの保険の対象とはなりません。

　この保険で対象とする被保険者が法律上負担する賠償責任とは、以下の２つです。

　　　①対人賠償：他人をケガさせたり、死亡させたりした場合。

　　　②対物賠償：他人の物を壊した場合。

　野外活動において考えられる具体的な「賠償責任」は、次の３つが考えられます。

　　　①指導中における賠償責任（指導ミス、管理の不備、監督不行き届き、設営等のミス）

　　　②飲食物による賠償責任（飲食物等が原因で食中毒の事故）

　　　③貴重品等、一時的に預かりその損害に対する賠償

　「賠償保険」では、次のような項目で支払われます。

①損害賠償金

　被保険者が被害者に対して賠償債務のために支払うことを義務づけられた金額。治療費、入院費、

通院費、慰謝料、休業損、葬儀料、死亡による逸失利益や物の修理代等の費用。

②訴訟費用

　保険会社の承認を得て支出した訴訟、仲裁、和解または調停のための費用、訴訟の結果被保険者

側の勝訴に終わっても補償されます。

③損害防止軽減費用

　この費用のうち、応急手当・護送・その他の緊急措置に要した費用については、被保険者に賠償

責任がないことが後で判明された場合でも補償されます。

○傷害保険
　傷害保険とは、「傷害」つまり「ケガ」をすれば保険金の支払い対象になります。ただし、保険金

が支払われるには、「急激」かつ「偶然」な「外来」の事故によって身体に傷害を被り、その直接の

結果として死亡したり、入院・通院した場合等という条件が満たされる必要があります。

「急激性」

　単に時間的に短いということだけでなく、「予測不能」と「不可避」の２要素が必要です。

例１：「屋根瓦の修理中に足を踏み外し転落する事故」について考えると、「屋根瓦の修理中に足を

　　　踏み外す」ことは予測不能ですし、「転落」する過程は不可避です。

例２：「有毒ガスを継続的に、吸引、呼吸または摂取した結果生じる中毒症状」は「有毒ガスを継続

　　　的に、吸引、呼吸または摂取する」ことが急激にあたらず事故とはいえません。
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「偶然性」

　原因または結果の一方または、両方が「偶然」であることが必要です。

例１：偶然が原因（階段で足を踏み外すなど）

例２：結果が偶然（荷物を持ち上げて腰を痛めるなど）

例３：原因と結果がともに偶然（道路で転んだところを走ってきた車に轢かれるなど）

　足の骨折治療中にボールを蹴って悪化させた場合等、十分に結果を予想することができたケ

ガは対象になりません。

「外来性」

　外来性とは、傷害が身体の内部からでたものでないことを明らかにする主旨の要件です。

例１：脳疾患、心臓疾患、糖尿病性昏睡等により意識不明により転倒、あるいは自動車運転中

　　　運転不能になり事故にあった場合等は、事故の原因が身体内部にあるため外来性の要件

　　　からはずれます。

例２：犬にかまれて狂犬病にかかった場合や、海に転落し救助に時間がかかり肺炎になった場

　　　合等は、急激、偶然、外来の事故を直接の原因としているため傷害事故となります。

・傷害保険における傷害

　傷害とは、一般的には「ケガ」ですが、傷害保険においてはさらに範囲が広く、身体外部か

ら発生した原因による身体の損傷を含みます。従って、打撲傷、切リ傷、刺し傷、やけど、捻挫、

骨折に限らず、内臓破裂、筋違いや窒息（煙による窒息、溺死、食物が喉に詰まったための窒

息死等）、毒物による急性中毒等も対象になります。
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○利用できる保険の例

・ボランティア保険

　ボランティア活動に参加する個人や団体を対象に、傷害保険と賠償保険をセットにしたもの

です。全国社会福祉協議会が一括して保険会社と締結するもので、保険料は非常に安く設定さ

れています。

　【問合せ先：市区町村の社会福祉協議会】

・スポーツ安全保険

　スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動などを行う５名以上のアマチュアの

社会教育関係団体（営利団体は対象外）を対象としています。例えば、少年野球チームや、子

ども会などが加入しています。傷害保険と賠償保険が含まれています。

　【問合せ先：市区町村にあるスポーツ安全協会支部】

・レクリエーション保険

　参加者の活動中のケガに対する傷害保険です。特約により賠償保険をつけることも可能です。

名称はさまざまですが、損害保険会社各社で取り扱っています。対象の条件として、１日の参

加者数の下限（１日２０人以上など）を設けています。

　【問合せ先：損害保険会社各社】
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資料：チェックリストで事故を未然に防ごう
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資料：事前にチェック、お役立ち情報！！

○気象情報
　気象情報はテレビやインターネット、携帯、などさまざまな手段で確認することができます。当

日の気象情報はもちろんのこと、週間の予報も合わせて確認しておきましょう。また、夏に多く上

陸する台風情報も要チェックです。

　【収集先】　日本気象協会、国土交通省気象庁、ウェザーニュース、東京電力 - 雨量・雷観測情報 -

○山の情報
　インターネットでは刻一刻変化する山の情報をリアルタイムで知ることができます。

　【収集先】　山と渓谷社 - 山岳情報 - 、各都道府県山岳連盟・協会、その他各都道府県警察本部

○海の情報
　海上保安庁では海水の温度や潮の流れ、日の出・日の入りなどの情報も得られます。

　【収集先】　海上保安庁マリンレジャー

○河川の情報
　雨量の確認やダムの放水情報なども得られます。

　【収集先】　国土交通省 - 川の防災情報 -　

安全に関する情報を得ると共に、それぞれのフィールドでのマナー等も確認しておきましょう。

○病院等の情報
　万が一に備えて、現地の病院の連絡先や住所、行くまでの道順なども事前の情報として収集して

おきましょう。活動日が祝休日の場合は、休日診療を行っている病院を確認しておきましょう。

　【収集先】　ＷＡＭ ＮＥＴ - 病院･診療所検索 -、Ｙａｈｏｏヘルスケア - 病院検索･歯科･歯医者検索

○交通情報
　渋滞情報はもちろん、工事中で通れない道路がある可能性もあります。

　【収集先】　日本道路交通情報センター、国土交通省道路局：渋滞情報　

○地理情報
　現地を散策するようなプログラムがあれば、事前に地図を用意しておくことも大切です。

　【収集先】　国土地理院 - 地図閲覧サービス -　 

○緊急通報用電話番号
　１１０（警察）事故、事件

　１１８（海上保安庁）海上の事故、事件

　１１９（消防、救急）ケガ、急病

　１７１（災害用伝言ダイヤル）

ここに載せた情報だけでなく、活動に合わせて必要な情報を収集することを心がけましょう。
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